
 

検査/点検 （EVALUATION） 

 

現在、使用されているフロアを確認 

 

＊ 同一現場のフロアであっても、使用頻度によっては異なるメンテナンスの計画が必要になります。 

 

日常掃除 （ROUTINE） 
 

いつも、きれいいなフロアを維持するためには 

 

1. モップでほこりと汚れを取り除く。 

2. 自動フロア洗浄機で、ShinePro ®バフと C2 Cleanを利用して掃除を行う。 

 

＊自動洗浄機がない場合は、C2 Cleanを利用して、モップセット（モップとバケツ）で掃除を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リフレッシュ（REFRESH） 
 

軽い染みや汚れがあるフロアが対象 

 

1. モップでほこりと汚れを取り除く。 

2. 自動フロア洗浄機で、ShinePro ®#1800とC2Maintenanceを利用して4回掃除を行う。 

3. バフ機にShinePro ®#1800を取り付けて、バフィングを行う。 

 

＊ リフレッシュ（REFRESH）で、光沢と清潔さが戻らない場合は、再生（REVIVE）を行う。 

 



 

再生（REVIVE） 
 

REFRESH（リフレッシュ）で、光沢と清潔さに戻らないフロア（軽い染みや汚れ）が対象 

 

1. モップでほこりと汚れを取り除く。 

2. 自動フロア洗浄機で、ShinePro ®#800を4回、ShinePro ®#1800を2回行う。油汚れがある場合

は、C2Degreaseを一緒に使う。 

3. バフ機にShinePro ®#1800を取り付けて、バフィングを行う。 

4. モップでほこりと汚れを取る。 

5.  C2Seal、C2Protectorなど、適切な保護材を選択して使用する。 

6. バフ機にShinePro ®バフを取り付けて、バフィングを行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 再生（REVIVE） 作業の時に部分的な保守が必要な場合 

 

1. 再生（REVIVE）の項目２で、酸化による汚れが無くならない場合、以下の補修を行う。 

2. モップセット（モップとバケツ）か、スプレーを使って、水にC2Degreaseを混ぜたものを使用する。 

3. 汚れている所に、厚く塗りつけて10分間待つ。 

4. バフ機にShinePro ®#1800を取り付けて、バフィングを行う。 

（結果によって、ShinePro ®#220あるいは、ShinePro ®スクリーン#400を使う） 

5. 自動フロア洗浄機で、ShinePro ®#800を4回、ShinePro ®#1800を2回行う。C2Degreaseを一

緒に使う。 

6. 汚染と損傷した所に、C2Hardを塗って、完全に乾燥させる。 

7. バフ機にShinePro ®#1800を取り付けて、バフィングを行う。 

8. モップでほこりと汚れを取り除く。 

9. C2Seal、C2Protectorなど、適切な保護材を選択して使用する。 

10. バフ機にShinePro ®バフを取り付けて、バフィングを行う。 

 

 



 

軽補修（LIGHT RESTORATION） 
 

再生（REVIVE）で効果がないフロア（無光沢、目立つ汚れ、足跡）が対象 

 

1. モップでほこりと汚れを取り除く。 

2. 目地を補修する。 

3. ShinePro ®#400からスタートしてShinePro ®#800までスクラビング作業を行う。 

4. フロアに着色がある場合は、ShinePro ®#400を使用した後にC2Tintを使用する。 

そして、時間をかけて乾燥させた後に、C2Super Hardを使用する。 

5. バフ機にShinePro ®#1800を取り付けて、バフィングを行う。 

6. モップでほこりと汚れを取り除く。 

7. C2MaintenanceとShinePro ®バフでスクラビング作業を行う。 

8. C2Seal、C2Protectorなど、適切な保護材を選択して使用する。 

9. バフ機にShinePro ®バフを取り付けて、バフィングを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重補修 （HEAVY RESTORATION） 
 

軽補修 （LIGHT RESTORATION）で効果がないフロアが対象 

 

1. モップでほこりと汚れを取り除く。 

2. 目地を補修する。 

3. 研磨機で研磨作業を行う。 

 

＊HD Copper discs #50あるいは#100でスタートして、#200あるいは#400まで使用する。 

＊フロアに着色がある場合は、C2Tintを使用する。 

 

4.  C2 Super Hardを使用する。 

5. V-Harrパットを使用して、乾式磨き作業を行う。(#400、#800、#1800の順) 

6. モップでほこりと汚れを取り除いて、C2MaintenanceとShinePro ®バフでスクラビング作業を行う。 

7.  C2Seal、C2Protectorなど、適切な保護材を選択して使用する。 

8.  バフ機にShinePro ®バフを取り付けて、バフィングを行う。 

 
 


